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はじめに 

 バングラデシュ・モデルに関わった多くの人々の中から、１人の中心人物である紀谷昌彦氏を取

り上げる。 
 
前提とする作業仮説 

1. 現地 ODA タスク・フォースは、中小企業である。理想的な役割分担をパターン化するほどの
頭数はいない。 

2. 地位に拘わらず、やる気のある人がリードするのが一番（弱肉強食：思いの強い人が勝つべき）。
それによって日本の「顔」が増える。 

 
問題意識 

 意欲と能力のある中堅が、実力を発揮するにはどうすればよいか。 
 経営論的発想。どの組織にもある課題。日本企業も日々直面している。 

 
問題１：上司との関係（干されるおそれがある） 

 「やる気のある人」に任せることのできる、上司の度量は重要。 
 「やる気のある人」が、そのやる気と実力を明示することが前提。 
 上司との徹底的な意見交換。気配り（１通すためには 10飲む）。根回し。 

 
問題２：他のスタッフとの関係（浮くおそれがある） 

 分担の明確化：責任と華を持たせることによってモチベーションを高める。入れ子構造（下か
ら見れば中堅は上司）。 

 それを実現するための情報収集。他のスタッフが何をしたいか、何ができるか。 
 チームを作り、チームワークを促進する。 

 
問題３：他のドナーとの関係（軽く見られるおそれがある） 

 大使級の会合に、中堅が出た時どうするか。 
 ぞうきん掛け（下っ端がやるべき汚れ仕事［議事録、連絡回し等］をやる。口より手足）。
木下藤吉郎的。 

 会合の準備・後始末に大わらわ（上司との意見調整）。 
 他ドナーの関心事、key persons、制約等の情報が必要。 

 
結語 

 古い日本人の良さが活きる可能性（人間関係の重視、高い協調性、謙譲の精神、まめまめしさ、
チームワーク）。一休さんイメージ。 

 
以上 




